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ﾚｰｻﾞｰｱﾌﾞﾚｰｼｮﾝによるﾅﾉ結晶の
作成、表面と集合状態の制御、
ｼﾘｺﾝを用いた発光素子

表面のきれいなシリコンナノ粒子を
つくる

ﾚｰｻﾞｰｱﾌﾞﾚｰｼｮﾝ法によるﾅﾉ結晶ｼﾘｺﾝの生成過程

●特徴
ｶﾞｽ中でのﾊﾟﾙｽﾚｰｻﾞｰｱﾌﾞﾚｰｼｮﾝ法によるﾅﾉ結晶ｼﾘｺﾝ

の生成法は雰囲気ｶﾞｽと基板位置を調整することで表
面構造と凝集状態を制御しやすい。またこの方法は
CVD法などに比べて安全に結晶を作り出すことが出来
る。

●研究内容
ｼﾘｺﾝのﾚｰｻﾞｰｱﾌﾞﾚｰｼｮﾝを水素気中で行うと、ｼﾘｺﾝﾅﾉ

結晶の表面が水素で覆われて、結晶の表面欠陥が少
なくなる。従ってｼﾘｺﾝﾅﾉ粒子からの蛍光強度は表面
が水素化されていないものに比較して高い。また表
面に水素が存在することによって粒子の分散性が高
まれﾅﾉ結晶の凝集が少なくなる。ｼﾘｺﾝからの発光は
表面に強く依存しているために、これらの結果は凝
集性と表面効果を利用した発光ﾃﾞﾊﾞｲｽへの展開が可
能であることを示す。
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図２ ﾅﾉ結晶ｼﾘｺﾝの構造
図３ ﾅﾉ結晶ｼﾘｺﾝからの発光
図４ 堆積中のﾌﾟﾙｰﾑからの発光

図１ ﾌﾟﾙｰﾑと凝集状態の相関


